事例検討会の資料作成のポイント

	確認事項
	記載内容

	主訴
	家族やかかわる関係職種が本人の課題となっていることを挙げてください。このことが事例検討を進める上で焦点を絞ることにつながります。

	個人情報
	年齢・性別・教育歴・職歴・既往歴・認知症の治療歴もあれば記載してください。

	現在の生活状況
	同居か独居か、入院・入所中か、キーパーソン、家族構成

	介護保険情報
	介護度、サービス状況、

	日常生活動作
	歩行状態、服薬管理、金銭管理、家事、入浴、排泄の状態、火気の扱い、運転状況、

	認知症を疑う現在の様子
	１家族や関係者が「おかしい」と気づいたのはいつごろか、またはどのような症状だったか

例：言ったことを忘れる、同じことを言う、物を失くす・隠す、日付がわからない、同じ物を買ってくる、調理ができない、外出が減った、口数が減った、帰宅できなかった、頻繁に運転事故を起こす、被害的言動が増えてきた、幻視や幻聴を訴える等

２その症状があってから、その後さらにどのように変化していったか。

例：妄想言動、興奮、易怒性、不安、無為自閉、意欲低下、脱抑制、異常行動、昼夜逆転等
３認知症を疑って受診した場合には受診した年月日、その後の様子

	検討事項
	現在の課題から考えられる将来予測される危機的状態を考えると、どのような社会資源の活用や各専門職の役割分担などが必要かなど、検討してほしいことを提示する。




	確認事項
	記載内容

	主訴
	

	個人情報
	年齢　　才　性別　男・女

教育歴：小学、尋常高等小学校・中学校・高校（旧制中学）・大学

職歴：

既往歴

認知症の治療歴：

	現在の生活状況
	在宅：独居・同居者（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

入院・入所中（病院、施設名　　　　　　　　　　　　　　　）

キーパーソン：

家族構成：

	介護保険情報
	介護度　要支援１・２　要介護　１・　２・　３・　４・　５

サービス状況：

	日常生活動作
	歩行状態：

服薬管理、金銭管理：

家事：

入浴：

排泄の状態：

火気の扱い：

運転状況：

その他：

	認知症を疑う現在の様子
	１家族や関係者が「おかしい」と気づいたのはいつごろか、またはどのような症状だったか

例：言ったことを忘れる、同じことを言う、物を失くす・隠す、日付がわからない、同じ物を買ってくる、調理ができない、外出が減った、口数が減った、帰宅できなかった、頻繁に運転事故を起こす、被害的言動が増えてきた、幻視や幻聴を訴える等

２その症状があってから、その後さらにどのように変化していったか。

例：妄想言動、興奮、易怒性、不安、無為自閉、意欲低下、脱抑制、異常行動、昼夜逆転等

３認知症を疑って受診した場合には受診した年月日、その後の様子



	検討事項
	現在の課題から考えられる将来予測される危機的状態を考えると、どのような社会資源の活用や各専門職の役割分担などが必要かなど、検討してほしいことを提示する。
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